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地方獣医師会会長 各位 

 

社団法人  日本獣医師会 

会  長    山 根 義 久 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

 

都道府県勤務獣医師（公務員獣医師）人材確保の

ための処遇改善対策について（要請） 

 

 このたび、標記の件について、平成２３年１０月２６日付けで２３全

家衛職第３４号をもって、全国家畜衛生職員会会長から別紙 1（写し）

のとおり要請があり、これを受けて、各都道府県知事宛に別紙２（写し）

のとおり要請いたしましたので、お知らせいたします。 

 貴職におかれても、別紙要請内容の実現に向けて、特段のご高配を賜

りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 



【 別紙１ 】
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都道府県勤務獣医師（公務員獣医師）人材確保の

ための処遇改善対策について（要請） 

 

  今日、我が国の社会経済、国民生活を巡る情勢をみると、食の安全・

安心の確保、高病原性鳥インフルエンザや狂犬病等の人と動物の共通感

染症に対する危機管理対策の整備が喫緊の課題とされております。 

 また、昨年宮崎県下で発生した口蹄疫は、爆発的に感染が拡大し、蔓

延防止のためのワクチン接種、殺処分が行われた結果、最終的な殺処分

頭数は我が国畜産史上最大規模の約 29 万頭に及び、地域社会・地域経

済に甚大な被害をもたらしました。今回の口蹄疫発生に係る防疫対応を

検証し、今後の改善の方向を提案するために農林水産省に設置された口

蹄疫対策検証委員会の報告書においては、都道府県などで家畜衛生行政

などに関わる公務員獣医師の確保が円滑に行われていないことを指摘し

ています。 

 一方、人と動物の共生社会の構築が国民的課題とされ、イヌ、ネコ等

【 別紙２ 】
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の小動物が伴侶動物として広く一般家庭に、更には、人の介護・福祉、

学校教育分野への社会参加が進展する中、動物愛護・福祉対策や野生動

物保護をはじめとする自然環境保全対策の整備が強く求められる等、獣

医師及び動物医療の果たす役割に対する社会的期待が高まってきており

ますが、これら、食品衛生、動物衛生、動物愛護・福祉対策の都道府県

行政における担い手の中心は公務員獣医師であります。 

  このような中でさらに、昨年８月に農林水産省が公表した「獣医療を

提供する体制の整備を図るための基本方針」においては、産業動物分野

及び公務員分野への新規獣医師の参入の減少を指摘し、産業動物獣医師

及び都道府県等公務員獣医師の確保対策の必要性を述べています。 

  公務員獣医師の確保難の最大の要因は、高度専門技術職としての処遇

の確保が図られていないところにあり、都道府県の家畜衛生職域に在職

する公務員獣医師により組織される家畜衛生職員会からも、別紙写しの

とおり、都道府県における獣医師職員の人材確保のための待遇改善につ

いて要請を受けたところであります。 

  つきましては、貴県（都道府）におかれましても、公務員獣医師の人

材確保を図るため、公務員獣医師については、６年間の獣医学教育課程

を修め、かつ、国家資格を有する高度専門職業人として、処遇対策の充

実を図られるよう要請します。 
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